
1. 修学旅行に求められる探究学習
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佐々木専務） 

竹内理事長、本日はお時間をいただきありがとうございます。現在、スノーリゾートは多分にイン

バウンドの恩恵を受けていますが、インバウンドは世界情勢や為替に左右される流動的な要素を

有しています。 

このため、少子化や若者のスキー離れが進む中、揺るぎない土台となる「国内スノースポーツ人口の

涵養（かんよう）」は、極めて基本的かつ重要な課題です。 

そして、その解決に向け、最も確実な「最初の一歩」となるのが、学校の修学旅行であると考えられ

ます。まず、現在の修学旅行の現況などについて、教えていただけますでしょうか。
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竹内 秀一 理事長

学校現場における「総合的な学習（探究）の時間」の本格化により、学校側が求める修学旅行の

コンテンツは「単なる観光・体験」から、「主体的な学びや成長を促す教育プログラム」へと

大きく変貌を遂げています。 

スノーリゾートは、この学校現場の変化にどう応え、選ばれ続ける目的地となるべきなのか。

日本修学旅行協会の竹内秀一理事長に、「これからの修学旅行におけるスノーリゾート」に

ついて、お話をお伺いしました。

竹内理事長） 

日本修学旅行協会では、毎年、全国の中学校・高校を対象に前年度実施された修学旅行の実態調査

を行い、「教育旅行年報」としてまとめているのですが、そこから見えてくる現在のキーワードは、

一言で言えば「探究」です。
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新学習指導要領が全面実施され、学校現場では「探究的な学習」が重視されています。それに

伴い、修学旅行の性質も「受け身の旅行」から「主体的な学びの場」へと完全にシフトしました｡

学校側が旅行会社や受入地に求めるのは、「この旅を通じて、生徒たちにどのような気付きや

成長の機会（非日常の教育的価値）を提供できるか」という点に尽きます。 

そのためには、ただ現地に行って観光地を巡るのではなく、例えば「地域の課題を事前に学習し､

現地でのフィールドワークや住民との交流を通じて解決策を考え、事後に学校で発表する」と

いった、一連の学習過程に対応したプログラムが必要とされます。修学旅行は、学校の教室で

学んだ「机上の知識」を、現地のリアルな体験と結びつけるためのこのうえない機会であり

「新たな問いを見つける場」なのです。 

ですから、スノーリゾートでのスキー修学旅行であっても、「スキー技術の向上」や「レクリ

エーション」という目的だけでなく、例えば、「雪国という特殊な環境だからこそ学べること」

がセットで提示されているかどうかが、選定の大きな分かれ道になります。

佐々木専務） 

なるほど、良質なゲレンデ、充実したレンタルウエア、そして多数のインストラクターといった

「ハード面」や「受け入れキャパシティ」だけにとどまらず、学校側が見ているのは、その先に

ある「ソフト（教育プログラム）」の質だということですね。

竹内理事長） 

おっしゃる通りです。ただ、誤解していただきたくないのは、「スキー修学旅行が持つ本来の

教育的ポテンシャルは、他の修学旅行と比しても決して劣らない」ということです。私自身、

協会に所属する以前は、長年高校の教員として教壇に立ち、生徒たちを修学旅行の引率で

スキー場へ連れていった経験があります。その現場での経験から強く実感しているのは、

ウィンタースポーツは「集団行動の規律」や「協力の精神」を養う上で、極めて有効ということ

です。 

教員時代、学校の教室内ではどうしても斜に構えてしまったり、周囲と馴染めずに孤立しがち

だったりする生徒がいました。しかし、そんな生徒が慣れない雪の上で、重いブーツに苦戦

しながらも、転んだらお互いに手を差し伸べ合い、声を掛け合いながら一本のコースを滑り

降りてくる。そのプロセスを経ることで、別人のように生き生きとした表情になり、クラスの

絆が一気に深まる瞬間を私は目の当たりにしてきました。 

特に非降雪地域の生徒たちにとっては、一面の銀世界はそれだけで圧倒的な「非日常」であり､

五感を刺激する体験であると思います。あの雪上での劇的な心理的成長は、普通の観光旅行では

なかなか引き出せません。
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佐々木専務） 

実際引率された経験に基づく実感のこもったお言葉、非常に励みになります。その「感動体験」

こそが、中長期的なスノースポーツ人口の涵養、つまり「大人になってもまたスキー場に行きた

い」という原動力に直結するわけですね。しかし、そのポテンシャルを活かしきれていない現状

があるということなのでしょうね。

竹内理事長） 

ええ。現在のスノーリゾートの誘致アプローチを見ていると、その「ウィンタースポーツ自体の

良さ」に頼りすぎていて、現代の教育現場が抱える課題やニーズへの配慮が不足しているケース

が見受けられます。 

具体的には、先ほど申し上げた「探究プログラム（事前・事後学習との連動）の不足」、そして

「費用対効果（コストパフォーマンス）と保護者の負担」という課題です。これらについて、

リゾート側が学校や旅行会社に対して明確なソリューションを提示できないと、他の競合修学

旅行プログラム（例えば、歴史の京都や独自の探究プログラムを提供している沖縄など）に

遅れを取ってしまうことになります。

佐々木専務） 

佐々木：それでは、スノーリゾートを舞台に、どのような探究学習の組み立てが可能でしょうか。

リゾート関係者が実践できる具体的なアイデアがあれば教えてください。

2. スノーリゾートにおける探究学習の可能性
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佐々木専務） 

私たちはこれまで「スキーのインストラクター」による技術指導に目を向けていましたが、

スキー場を支える「索道スタッフ」「パトロール隊」「リゾート経営者」といったメンバー

全員が、優れた「教育の指導者（メンター）」になり得るということですね。

②「豪雪地帯の暮らし」と安全対策（防災・減災）

非降雪地域の生徒にとって、2メートルも3メートルも雪が積もる地域で人々がどうやって
暮らしているのかは想像もつきません。「雪下しなどにおける地域コミュニティでの協力

体制」、「スキー場で雪崩（なだれ）を起こさないために、パトロール隊が毎朝どのような

危険管理を行っているか」など、学校における「防災教育」や「安全管理」の学びと直結

します。プロのパトロール隊員の仕事に密着する、あるいは話を聞くワークショップは、

キャリア教育としても非常に魅力的です。

③ 地域経済と「インバウンド（観光立国）」の光と影

現在、多くのスノーリゾートが外国人観光客で賑わっています。これは、生きた経済の

教科書です。「インバウンドの増加によって、地域にどのような経済効果が生まれたか」､

「一方で、物価の上昇やゴミ問題、言語の壁など、どのような観光公害（オーバーツー

リズム）が発生し、リゾートはどう対策しているか」など、リゾートのマネジメント層や

地元の商店街の方にインタビューするような機会があれば、生徒たちは非常に質の高い探究

学習を行うことができます。

竹内理事長） 

スノーリゾートには、実は「探究」のネタが溢れています。ただ、リゾート関係者の方々にとって

は当たり前すぎて、その教育的価値に気付いていないのではないでしょうか。例えば、以下の

ようなテーマが考えられます。

① 地球温暖化と環境問題の「最前線」を学ぶ

温暖化による雪不足は、スキー場にとって死活問題ですが、これは生徒たちにとっても深刻な

環境問題の教材です。「なぜ昔に比べて雪が減っているのか、地球規模の気候変動がこの

リゾートにどう影響しているか」、「雪や太陽光などの自然エネルギーがどう活用されて

いるのか」、これらを、スキー場の索道（リフト）部門や運営スタッフの方から直接レクチャー

を受けるプログラムです。ゲレンデを滑る前にこの話を聞くだけで、生徒たちの雪に対する

見方、リゾートに対する見方はガラリと変わります。
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竹内理事長） 

その通りです。彼らが語るリアルな言葉や苦労、工夫こそが、生徒たちの心を動かします。

スキーのレッスン時間を例えば半日だけ「雪国探究ワークショップ」に充てる。そうした柔軟な

プログラム構成をリゾート側から提案できるようになると、学校側の関心は全く違ったものに

なります。 

これも私が教員時代に感じていたことですが、先生方は「現地でしか会えないプロフェッショナル

の生の声」を、子どもたちに何よりも聞かせたいと考えているのです。

佐々木専務） 

もう一つの大きな課題である費用負担についてです。昨今の物価高、燃料費高騰により、スキー場

のリフト料金、レンタル料金、そしてツアーバスの運賃なども軒並み上昇しています。修学旅行

の積立金には上限（学校や地域ごとの基準）がある中で、価格の高騰は誘致において致命的な

ネックになりかねません。この点についてはどうお考えでしょうか。

竹内理事長） 

これは学校の現場にとっても、本当にシビアな問題です。私も教員時代、旅行費用の見積もりを

見ながら、いかに保護者の負担を抑えつつ質の高い旅にするかで頭を悩ませました。多くの

自治体で、修学旅行の費用負担の上限が定められています。物価が上がったからといって、簡単に

「では旅行代金を2万円上げます」とはいきません。保護者の経済的状況も一様ではないため、

費用の高騰は修学旅行の行先変更（より安価な近隣地域への変更や、スキー自体の断念）に直結

します。 

スノーリゾート側もボランティアではないので、適切な利益を確保しなければ持続できません。

値上げせざるを得ない局面であることは理解しています。だからこそ、求められるのは「価格に

見合う、あるいはそれ以上の『価値の可視化』」です。

佐々木専務） 

「高いお金を払うだけの理由」を、納得してもらえる形で提示するということですね。

3. 求められる費用対効果の説明



6

竹内理事長） 

そうです。「ただ滑るだけ」で6万円かかるのと、「最先端の環境学習ができ、集団行動の規律が
身につき、一生モノの探究学習の成果が残る」形で8万円かかるのとでは、後者の方が保護者や
学校の理解を得やすいのです。教員や保護者が「これなら出す価値がある」と納得できる学びの

プログラムが必要です。また、この点に関しては、自治体等からの補助の新設、充実強化も

大いに望まれるところです。値上げせざるを得ない局面であることは理解しています。だから

こそ、求められるのは「価格に見合う、あるいはそれ以上の『価値の可視化』」です。

佐々木専務） 

非常に魅力的なプログラムの絵が見えてきました。一方で、実際に修学旅行を受け入れる現場に

おいて、スキー場や宿泊施設がトラブルを未然に防ぎ、先生方に安心してもらうためのポイント

について教えてください。 

4. 大前提となる安全、安心

竹内理事長） 

ここは、修学旅行誘致の成否を分ける極めてシビアな部分です。学校が修学旅行を計画・実施

する際、第一に考えるのは生徒の「安全・安心」が確保できるかどうかです。そこを軽視すると、

どんなに良いプログラムでも次回の利用はなくなります。 

まず、学校団体が一般のお客様と過度に混ざり合う空間は、先生方にとって「迷子（所在

不明）」や「予期せぬトラブル」のリスクとなり、非常に神経を使います。「ゾーニング（空間

の分離）」がなされているだけで、先生方の安心感と引率のしやすさは劇的に向上します。 

次に、スキーインストラクターの皆さんはスキーのプロですが、「教育のプロ」として生徒に

接しているかを今一度点検してください。ハラスメントにも十分留意していただき、昔ながらの

「体育会系の厳しい口調」や、技術の習得ばかりを急かす指導は、今の時代、生徒の心を閉ざ

させ、学校側からのクレームに直結します。指導員の方々自身が、リゾートの「顔」であり

「教育のメンター」であるというマナー意識を持つことが重要です。  

更に、万が一の「怪我・急病」に対する医療連携体制の明示が重要です。スキーに怪我はつき

ものです。また、季節柄インフルエンザ等も留意しなければなりません。怪我人が出た場合、

パトロール隊から地元の病院へどう搬送されるか、夜間に急に発熱した生徒が出た場合、どこの

救急外来が受け入れてくれるか、そこまでの導線はどうなっているかなど、リゾート側があらか

じめタイムラインとして、明快に学校側に提示できる体制を整えておいてください。これがある

だけで、先生方はどれほど救われるか分かりません。 
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佐々木専務） 

ご指摘の点をリゾート側が主導して対応しなければならないのですね。非常に重みのあるご指摘

です。ここまで伺ったお話を実行に移すためには、スノーリゾート関係者が関連事業者、自治体､

旅行業者等との緊密な連携が不可欠だと痛感しました。この点、いかがでしょうか。

竹内理事長） 

やはり、関係者が一体となって、これまでお話したことも踏まえていただき、「ワンストップの

提案」を行うことが大切です。県が行う観光セールスの場の活用も有効でしょう。学校の先生

方は日々の業務で多忙を極めていますし、旅行会社の活動も昔ほど自由にはできなくなって

います。「スキーの手配はここ、宿泊はここ、探究の講師はここ……」とバラバラに交渉しな

ければならないリゾートは、その時点で選択肢から外れてしまいます。

佐々木専務） 

有難うございました。最後に、全国で教育旅行の受け入れに日々奮闘しているスキー場・スノー

リゾートの関係者の皆様に向けて、竹内理事長からメッセージをお願いします。

5. おわりに

竹内理事長） 

修学旅行をビジネスという観点でとらえるなら、冒頭で佐々木専務がおっしゃった通り、まさに

「10年後、20年後のスノーリゾートのファン、ひいては日本のスノースポーツ文化を支える
プレイヤーを育てるための、最も確実で最大の投資」であるといえます。 

私自身の教員としての経験からも断言できますが、修学旅行で初めて本物の雪に触れ、仲間と

滑る楽しさを知り、雪国の人々の温かさや暮らしの知恵に触れた子どもたちの記憶は、一生消え

ません。彼らが大人になったとき、今度は自分の意思で、あるいは自分の家族を連れて、思い出の

ゲレンデに必ず戻ってきます。実際に、学校行事で訪れたスキー場に魅せられて、大学でウィン

タースポーツを続けたり、その地域に移住したりした若者を、私は何人も知っています。 

子どもの減少や環境の変化など、スノーリゾートを取り巻く状況が厳しいからこそ、教育旅行が

持つ「未来への種まき」という価値は高まっています。目先の収益や価格競争にとどまらず、

皆様の地域が持つ唯一無二の「学びの価値」に自信を持って、子どもたちを温かく、そして深く

迎え入れていただきたいと思います。日本修学旅行協会としても、そうした志を持つリゾートと

学校の架け橋となれるよう、これからも力を尽くしてまいりたいと思います。
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佐々木専務） 

日本人スノースポーツ人口の涵養に向けて、修学旅行は未来への最大の投資である―この原点を､
関係者で深く共有していきたいと思います。 

本日は、貴重なお話を本当にありがとうございました。

インタビュイー 

公益財団法人 日本修学旅行協会理事長：竹内 秀一氏 

インタビュアー 

一般社団法人 スノースポーツ＆リゾーツ協議会専務理事：佐々木 克樹


